
果樹の安定生産に向けた支援
札幌市（広域（園芸））令和3年

対象：ＪＡさっぽろ果樹部会43戸

１ 課題設定の背景

２ 活動の内容と成果

(1) 果樹生育・病害虫発生予察調査・巡回

果樹の生育状況及び病害虫の発生予察調査(２カ所)により栽培実態を把握し、農協を通

じてタイミング良く情報提供を行った。

おうとう霜害程度の地域差 おうとうの霜害程度と結実数

果樹生育調査
熟度調査

害虫発生予察
(フェロモントラップ)

収量･品質

の安定化

雌しべ損傷

一部園地で霜害の
影響を確認

おうとうの霜害が発生 減収は一部に
限られた

現状と課題

・大都市近郊の観光果樹地帯

・新規参入等多様な農業者

・栽培技術の個人差により収量

品質のばらつきが大きい

・病害虫、鳥獣害などによる突

発的な被害の発生

具体的な対策

○果樹生育・病害虫発生予察調査･巡回

・りんご、おうとう等生育状況の把握

・病害虫発生状況の把握

○情報提供による栽培支援

・適期防除、適期収穫に向けた各種情

報提供

○講習会の開催

・栽培上の課題及び対応策の提案



(2) 情報提供による栽培管理支援

各地域の生産組織を中心とした個別巡回及びＦＡＸ等による情報提供を行った結果、病

害虫による被害は少なく、適期収穫により収量、品質は確保できた。

害虫発生予察調査の実施 害虫予察調査に基づいたＦＡＸ情報の発信

表 おうとうの果実品質調査結果

(3) 講習会の開催

次年度に向けて、講習会により本年度の果樹の生育経過及び栽培上の課題をあきらかに

し、注意すべき病害虫について防除対策を提案した。

果樹栽培上の課題及び適期防除体系について情報提供

３ 今後の対応

果樹経営の安定化に向けた栽培支援

(1) 果樹生育状況及び病害虫発生予察調査と個別巡回。

(2) 栽培技術習得と品質の高位平準化に向けた情報提供。

(3) 果樹振興に向け関係機関との情報共有。

品種名
平均１果重

（ｇ）
平均糖度
（Brix％）

佐藤錦 8.5 (7.9) 16.5 (15.5)

南　陽 12.0 (10.8) 1７.6 (16.6)

＊()内はR2

地域係や関係機関と

連携した支援継続

果実大きく

糖度も高い

着果量は十分

｢防除例があるの

で助かっています｣
(新規参入農家Ｔ）

｢去年より虫害

が減ったみたい｣
(農家Ｎ）


